
Ⅱ I.(Lagrangeの 未定乗数法)

力学変数が″
(ι )と υ(ι)の系を考える。この系の Lagrttgianは 五(″ ,ν ,■ ,ク)で与えられる

が、″
(ι)と ν(ι )にはある関数 θ(″ ,ν)を用いた
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なる拘束条件が課せ られている。以下の設間に答え
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および拘束条件 (A)を解 くことによ り得 られる。 このことを示せ。   っ′ を や .イ ク
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(ひもの長さ′、おもりの質量 π)を考える。図のよ
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うに、この鉛直平面上の (″ ,ν)座標を、原点がヽ

りの最下点、鉛直上向きにν軸、水平方向に″

となるように取る。[なお、以下の間の解答にヽ

ていたおもりに初速度 (■ ,夕)=(%,0)を与えたとする (%>o)。 その後の時刻にお __
ける、ひもの張力の大きさを、おもりのυ座標を用いて表せ。(ひもはたるまないと がr
せよ。)ただし、前問(2)で求めた五(″ ,υ ,力 ,夕)及びσ(″ ,ν)に対して (A)、 (3)、 (C)
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(4)与えられた初速υ。に対して、その後の振 り子の運動において、ひもがたるむことが

あるかを考察せよ。もしもあるならば、たるみ始める時のおもりのυ座標を与えよ。

[ヒ ント:前問(3)の結果、および、エネルギー保存貝り等を用いよ。
]

となるように取る。1なお、以下の間の解答におい

ては、図の角度 θを用いてはな らない。
]

(2)お もり (質点)の座標 (″ (ι ),ν (ι))の Lagrangiar

θ(″ ,ν)を与えよ。なお、重力加速度をθとす 2
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